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● 地理
福島県の西部に位置しており、磐梯山や猪苗代湖
など豊かな自然に囲まれた、自然景観に恵まれた
まちです
 

● 歴史
古事記や日本書紀などにも「相津」と記され、東と北
の出会う重要な接点として位置づけられています。
また、会津は、戊辰の戦いによって武家支配が終焉
を迎えるまで、中央と地方（奥州）との政治勢力が拮
抗する一大拠点でした。
 

● 産業
国内有数の観光産業
酒、漆器等の地場産業
ＩＣ関連の最先端産業
ＩＴ関連産業の創設

● 大学
平成５年開学の会津大学
先進のソフト・ハードウェア・サイエンティスト養成を
目的
コンピュータと英語教育に特徴

会津若松市のご紹介
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１.これまでの取組経過



オープンデータの取組開始
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● オープンデータの取り組みや動向への着目
⇒平成24年7月3日～

● 市公式サイトからのデータ公開　
⇒平成24年7月23日～　住基人口、公共施設MAP

※Start Small

ライセンスの明示

CSVでデータ公開



出典：「http://5stardata.info/ja/」 6

オープンデータの評価指標では・・・

「5 Star Open Data」

３つ星を基本
として
提供開始

３つ星を基本
として
提供開始

OL:(ｵｰﾌﾟﾝﾗｲｾﾝｽ)
RE:(ﾘﾕｰｻﾞﾌﾞﾙ)
OF:(ｵｰﾌﾟﾝﾌｫｰﾏｯﾄ)
URI:(ﾕﾆﾌｫｰﾑ ﾘｿｰｽ ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾌｧｲｱ)
LD:(ﾘﾝｸﾄ ﾃﾞｰﾀ)



先進事例を参考に試行錯誤
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● トップランナーの鯖江市さんを参考に・・・

出典：http://www.city.sabae.fukui.jp/pageview.html?id=11552　※「データシティ鯖江」より



民設のオープンデータ支援サービス
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● LinkData.orgの活用（RDF形式での公開）
⇒平成25年1月28日～

出典：http://user.linkdata.org/　※「LinkData.org」より



出典：「http://5stardata.info/ja/」 9

オープンデータの評価指標では・・・

「5 Star Open Data」

Linkdata.org
でLOD対応

Linkdata.org
でLOD対応

OL:(ｵｰﾌﾟﾝﾗｲｾﾝｽ)
RE:(ﾘﾕｰｻﾞﾌﾞﾙ)
OF:(ｵｰﾌﾟﾝﾌｫｰﾏｯﾄ)
URI:(ﾕﾆﾌｫｰﾑ ﾘｿｰｽ ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾌｧｲｱ)
LD:(ﾘﾝｸﾄ ﾃﾞｰﾀ)



International Open Data Day 2013 開催協力
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出典：http://odhd13.okfn.jp/　※「Open Knowledge Foundation Japan」ウェブサイトより

青森、会津若松、千葉、東京、横浜、名古屋・東海、鯖江、福岡青森、会津若松、千葉、東京、横浜、名古屋・東海、鯖江、福岡
日本での初開催に

参加した ８地域→

開催日：平成25年2月23日（土）

会津会場（International Open Data Day in Aizu 2013）

主催：Open Aizu Conference　　協力：会津若松市



オープンデータコンテストへの参加

11

● コンテスト（LODチャレンジ 2012）
⇒公共LOD賞を受賞!!　（平成25年3月）

出典：http://lod.sfc.keio.ac.jp/blog/?p=1071　※「LODチャレンジJapan2012受賞作品発表のお知らせ」より



平成１３年度～　３ヵ年ごと

会津若松市地域情報化基本計画

● 第５次会津若松市地域情報化基本計画
～ICTを活用した魅力ある「情報化のまち」を目指して～
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≪基本目標≫
●地域コミュニティとの協働に
よるきずなづくり
●災害に強いまちづくり
●情報化社会に適応した行政
サービスの向上　
●情報発信による地域産業・経
済の発展

≪基本目標≫
●地域コミュニティとの協働に
よるきずなづくり
●災害に強いまちづくり
●情報化社会に適応した行政
サービスの向上　
●情報発信による地域産業・経
済の発展

２次計画 ３次計画 ４次計画

５次
計画

１次計画

産学官公民
による

「連携」

大学

市民

企業地域
団体

行政

平成25年度～平成28年度

オープンデータ
拡充・普及啓発
推進を明記

オープンデータ
拡充・普及啓発
推進を明記

H25.04.01



出典：「http://spending.jp/」

会津若松市版は

地元ﾍﾞﾝﾁｬｰの（株）Eyes,JAPAN
が自主的に作成・公開

（2013.7.11）

会津若松市版は

地元ﾍﾞﾝﾁｬｰの（株）Eyes,JAPAN
が自主的に作成・公開

（2013.7.11）
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地域の技術者による参画
H25.07.11



● 会津古今旅帳は、会津若松市が
オープンデータとして提供する、
会津の観光スポットをおよそ100
件以上登録

● 地図上で詳しい場所を確認する
ことができるほか、古地図を重ね
合わせて表示し、昔の地理を確
認することも出来る

出典：「http://yae-sakura.jp/drama/4226」

開発・公開：（株）デザイニウム

地域企業によるアプリ開発
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H25.07.31



庁内検討チームの設置
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対応

評価

調整
・
指示

方針
報告

方針

情報化推進本部情報化推進本部

情報化統括推進委員会
（ＣＩＯチーム）

情報化統括推進委員会
（ＣＩＯチーム）

情報セキュリティ
委員会

情報セキュリティ
委員会

ＣＩＯ※（副市長）ＣＩＯ※（副市長）

庁内情報化
推進会議
庁内情報化
推進会議

当市の行政全般に係る
情報化推進

情報システム
導入・更新

セキュリティ対策
事故対応など
セキュリティ対策
事故対応など

オープンデータ
推進検討チーム

（関係職員による
調査・研究

※ＣＩＯ（ｼｰ ｱｲ ｵｰ ： Chief Information Officer）⇒最高情報統括責任者

設
置

H25.11～



地域公共ﾈｯﾄﾜｰｸ基盤構築事業

● 総務省実証事業「ＩＣＴ街づくり推進事業」の委託を受けて
実施（平成25年9月～平成26年3月）

● 本事業で実施した６つの内容
　１．ICTサービス・プラットフォームの構築
　２．市民サービスのＩＤ統合
　３．ＳＤＮ技術を活用した災害に強い行政ネットワークの検証
　４．ビッグデータ（交通情報）収集の実証
　５．新規産業振興の促進
　６．公共アナリティクス人材の育成
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オープンデータ活用基盤「DATA  for CITIZEN」を構築オープンデータ活用基盤「DATA  for CITIZEN」を構築

↓ ＩＣＴサービス・プラットフォーム
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２.データ活用基盤「DATA for CITIZEN」
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オープンデータ活用基盤「D4C」 ﾃﾞｨｰ ﾌｫｰ ｼｰ

DＡＴＡ for CITIZEN　（http://data4citizen.jp）
総務省「平成24年度補正予算 ICT街づくり推進事業」により構築

データをグラフ化するなど
使いやすいアプリも提供

データをグラフ化するなど
使いやすいアプリも提供



「D4C」からのデータ取得方法①
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CSV , MS Excel , PDF , ODF , XHTML形式でのデータ出力が可能



「D4C」からのデータ取得方法②
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API経由で機械可読な形式（JSON形式）でデータ取得も可能

外部アプリからもデータ取得できます。外部アプリからもデータ取得できます。
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開発者向けモード「DEV for CITIZEN」

利用者（開発者）からのデータ登録利用者（開発者）からのデータ登録

アプリ開発環境を提供アプリ開発環境を提供



オープンデータの公開要望に対応
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データセットデータセット

アプリアプリ

要望要望

他地区の応援だと
消火栓の場所が
わからないんだよ

消火栓の
位置情報を

オープンデータ
にしよう！

地図検索できる
アプリに

してみたよ！

多様なデータリクエストに
　　　　　　　　可能な限り対応

地元消防団

市役所

地域コミュニティ
市民ハッカー

地元ICTﾍﾞﾝﾁｬｰ



出典：「http://5stardata.info/ja/」 23

オープンデータの評価指標では・・・

「5 Star Open Data」

D4Cは、
現在ここまで
対応

D4Cは、
現在ここまで
対応

RDFは、
Linkdata.org

でカバー

RDFは、
Linkdata.org

でカバー

データ操作言語（ODQL）
API等の機能を提供

OL:(ｵｰﾌﾟﾝﾗｲｾﾝｽ)
RE:(ﾘﾕｰｻﾞﾌﾞﾙ)
OF:(ｵｰﾌﾟﾝﾌｫｰﾏｯﾄ)
URI:(ﾕﾆﾌｫｰﾑ ﾘｿｰｽ ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾌｧｲｱ)
LD:(ﾘﾝｸﾄ ﾃﾞｰﾀ)
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３.会津大学との連携による人材育成



25万人が不足

データアナリティクス人材の不足
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● 日本ではビッグデータ関連の雇用が36万5千人分増える見込み
しかし、実際に雇用条件を満たせる人材は11万人程度

出典：http://www.itmedia.co.jp/enterprise/articles/1210/04/news117.html
Gartner Symposium Report：201x年に情報システム部門はどうするべきか？

● ビッグデータは日本の経済成長の原動力にもなるはず。だが十
分なデータ分析のスキルを持つ人材がいない。
人材育成の仕組みも充足しているとは言い難い。

国内の
ビッグデータ関連で

36万5000人分の
雇用増が
見込まれる

対応できる
人材は

11万人程度



会津大学との連携による人材育成
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オープンデータ

講義に使用する
データのひとつとして、

公用車位置データを使用

アナリティクス人材育成
講座にて、オープンデー
タ「公用車位置データ」
を活用した分析モデル構
築を講義の題材として取
り入れ、実習のインプッ
トとして活用

公共オープンデータ
を教材として活用



会津大学のアナリティクス人材育成
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● ベンチャー体験工房：ビジネスアナリティクス
⇒平成24年度
http://www.u-aizu.ac.jp/undergraduate/curriculum/kobo11-2012.html

⇒平成25年度
http://www.u-aizu.ac.jp/undergraduate/curriculum/kobo11-2013.html

⇒平成26年度
http://www.u-aizu.ac.jp/undergraduate/curriculum/aizuitnisshinkan.html

● データサイエンティスト養成講座
⇒平成25年度
http://www.u-aizu.ac.jp/research/uarc/datascientist.html

⇒平成26年度
http://www.u-aizu.ac.jp/information/public-class/datascientist.html
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４.地域コミュニティとの連携



「CODE for X」によるオープンデータ活用
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出典：http://www.nikkei.com/article/DGKDZO77026050S4A910C1ML0000/ 
（2014/9/15付 日本経済新聞 朝刊）



IT技術者が核となる地域コミュニティ
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CODE for AIZUは地域のIT企業・団体・行
政の有志や学生などが中心となって、地域
の抱える様々な課題を解決する方法を考
え、アプリケーションやウェブサービスとして
開発・提供します。

CODE for AIZUは特定の組織や団体では
なく、賛同・協力する人それぞれが自分の
立場やスキルでもって地域をよくしていくた
めのコミュニティであり草の根的な活動で
す。

←福島民友新聞
平成26年1月6日朝刊

↑出典：CODE for AIZU WEBサイトより
http://aizu.io/about/



「消火栓マップ」のような活用事例が具体化している。

ITスキルを活かして地域の課題を解決

31

他地区の応援だと
消火栓の場所が
わからないんだよ

消火栓の
位置情報を

オープンデータ
にしよう！

地域コミュニティ
市民ハッカー、地元ICTﾍﾞﾝﾁｬｰ

市役所

地元消防団

地図検索できる
アプリに

してみたよ！

会津大学と連携した
アプリ開発や
人材育成にも積極的

↓映像出典：NHK クローズアップ現代（2014.9.17放送）



International Open Data Day 2014 開催協力

32
出典：http://odhd14.okfn.jp/　※「Open Knowledge Foundation Japan」ウェブサイトより

↑会津会場の参加メンバー（International Open Data Day in Aizu 2014 にて）

　 主催：CODE for AIZU , Open Aizu Conference　　協力：会津若松市

開催日：平成26年2月22日（土）

国内
３２会場
で開催
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オープンデータコンテストの開催

募集期間：平成26年10月6日～12月12日

出典：http://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/2014091700013/　（会津若松市公式サイト）
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５.まとめ



開発環境 分析機能

オープンデータの活用による地域活性化

35

市民市民

民間企業民間企業 会津大学会津大学

住民参加型の
行政サービス

データ 行政参加

データ データ

人材育成サービス創出

オープンデータという客観的な事実
に基づいて、自分の住む地域の状況
を理解し、主体的に行政に参加する
市民を支援する。

オープンデータを活用し、産学官連携
の相乗効果による新たな収益モデル、
新規産業の立上げを促進する。

実際のデータを教材として活用し、
実践的なデータ分析を担える人材
（アナリティクス人材）を育成する。

オープンデータ活用基盤

DATA for CITIZEN
オープンデータ活用基盤

DATA for CITIZEN

オープンデータ活用基盤を
ハブとして、民産学公官の
相互連携を拡大していく



個別ニーズへの対応

行政の効率化・経済の活性化

● 想定例：オープンデータから市民のニーズに
あった多様な形態での情報提供

基礎資料基礎資料

行政側で
多くの人が
見やすいように
整形して公開

行政側で
多くの人が
見やすいように
整形して公開

オープンデータ
として公開

オープンデータ
として公開

大きな字で
読みやすい
簡潔な資料

大きな字で
読みやすい
簡潔な資料

細かい字で
見にくいが
詳細な資料

細かい字で
見にくいが
詳細な資料

地
域
企
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

◎

◎

△

付加価値
への対価
も・・・

36

これまで

これから

負荷軽減



運用継続のための課題整理①

● 出来るだけ簡単に真正性を確保する方法

※原本との照合・比較を可能に

利用者A
による

改変・再配布

利用者B
による

改変・再配布

公式サイトでの
原本データ公開
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運用継続のための課題整理②

● 新たなコストを発生させずにオープンデータを
生成することが望ましい。

汎用的な形式
の元データ
汎用的な形式

の元データ

人の目で
見やすいように
整形して

ウェブ等で公開

人の目で
見やすいように
整形して

ウェブ等で公開

そのまま
オープンデータ

として公開

そのまま
オープンデータ

として公開

機械判読可能な
形式に変換し

オープンデータ
として公開

機械判読可能な
形式に変換し

オープンデータ
として公開

情報システムで
データ出力

※コストを伴うと継続が困難に・・・

38

コスト増



日本でオープンデータに取組む都市
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01 北海道室蘭市

02 北海道森町
03 秋田県横手市

04 福島県会津若松市

05 群馬県前橋市

06 埼玉県さいたま市

07 埼玉県和光市

08 千葉県千葉市

09 千葉県流山市

10 東京都八王子市

11 神奈川県横浜市

12 神奈川県横浜市金沢区

13 神奈川県鎌倉市

14 神奈川県川崎市

15 神奈川県相模原市

16 神奈川県大和市

17 神奈川県藤沢市

18 新潟県三条市

19 新潟県糸魚川市

20 富山県南砺市

21 石川県金沢市

22 石川県内灘町

23 石川県野々市市

24 福井県おおい町

25 福井県永平寺町

01 青森県

02 新潟県

03 栃木県

04 埼玉県

05 福井県

06 岐阜県

07 愛知県

08 静岡県

09 兵庫県

10 鳥取県

11 徳島県

オープンデータに
取組む都道府県

オープンデータに取組む市町村のある都道府県

26 福井県鯖江市

27 福井県越前市

28 福井県越前町

29 福井県高浜町

30 福井県坂井市

31 福井県小浜市

32 福井県敦賀市

33 福井県福井市

34 長野県須坂市

35 岐阜県大垣市

36 静岡県湖西市

37 静岡県御前崎市

38 静岡県三島市

39 静岡県裾野市

40 愛知県名古屋市

41 滋賀県大津市

42 滋賀県長浜市

43 大阪府大阪市

44 奈良県奈良市

45 岡山県玉野市

46 福岡県福岡市

47 熊本県菊池市

出典：http://linkdata.org/work/rdf1s127i　※(2014/10/29 福野泰介さん調べ)



小さく始めて大きく育てる

40

Think Big
Start Small
Scale Fast

多くの自治体に急速に拡大しているオープンデータ

最初の取り組みは、みんな小さな一歩からです。
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会津若松市のWEBサイトでの情報公開
  http://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/2009122400048/

詳しくはWEBで!!詳しくはWEBで!!

ご清聴ありがとうございました。
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